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神戸商船大学学長、工学博士、勲二等旭日重光章 

 

経 歴 

生：大正７年（１９１８年）６月２８日、尾道市高須町生まれ 

没：平成２２年１０月２１日、享年９３歳 

昭和１１年（１９３６年）３月 １８歳 広島県立福山誠之館中学校卒業 

昭和１６年（１９４１年）８月 ２４歳 神戸高等商船学校機関科卒業（修業年限５年６月を１月短縮） 

昭和１６年（１９４１年）８月 ２４歳 国際汽船株式会社入社 

昭和１６年（１９４１年）９月～ 

 昭和１７年（１９４２年）６月 

２４～ 

２５歳 
陸海軍軍属として作戦に従事 

昭和１７年（１９４２年）７月 ２５歳 海軍に充員召集され、艦隊勤務 

昭和１８年（１９４３年）４月～ 

 昭和２０年（１９４５年）３月末 

２５～ 

２７歳 
神戸高等商船学校で訓育官として服務 

昭和２０年（１９４５年）４月 ２７歳 砲艦興津機関長兼分隊長（支那方面艦隊） 

昭和２１年（１９４６年）３月 ２８歳 復員 

昭和２２年（１９４７年）３月 ２９歳 運輸省海技専門学院（昭和２０年４月神戸高等商船学校は清

水に統合、名称変更）常勤講師 

昭和２２年（１９４７年）１０月１日 ３０歳 運輸教官海技専門学院教授 

昭和２７年（１９５２年）６月 ３５歳 文部教官神戸商船大学助教授（神戸商船大学開設） 

昭和３７年（１９６２年）３月 ４４歳 京都大学より工学博士（旧制）の学位授与 

昭和３７年（１９６２年）１０月 ４５歳 神戸商船大学商船学部教授 

昭和３８年（１９６３年）３月 ４５歳 １ヶ年間の文部省在外研究員として、英国・米国・スイス・ドイツ・デ

ンマークに出張（主な滞在先：ロンドン大学インペリアルカレッジ） 

昭和４４年（１９６９年）３月 ５１歳 神戸商船大学学長事務代理（大学紛争時５月まで） 

昭和５２年（１９７７年）４月 ５９歳 神戸商船大学図書館長 

昭和５２年（１９７７年）１０月 ６０歳 神戸商船大学学長事務取扱 

昭和５３年（１９７８年）１月～ 

 昭和５７年（１９８２年）１月 

６０～ 

６４歳 
神戸商船大学学長 



昭和５３年（１９７８年）１０月 ６１歳 神戸学術訪中団副団長として中国を訪問講演会 

昭和５７年（１９８２年）１月 ６４歳 神戸商船大学学長を退任し名誉教授 

昭和５８年（１９８３年）４月～ 

 昭和６３年（１９８８年）３月 

６５～ 

７０歳 
大島商船高等専門学校校長 

昭和５８年（１９８３年）１０月 ６６歳 文部省大学設置審議会委員（高専分科会、任期２年） 

昭和５９年（１９８４年）１１月 ６７歳 産業教育１００周年式典にて教育功労者として表彰 

昭和６３年（１９８８年）３月 ７０歳 大島商船高等専門学校校長を退任し名誉教授 

平成元年（１９８９年）１１月 ７２歳 勲二等に叙せられ旭日重光章 
 

 

生い立ちと学業、業績 

昭和１６年（１９４１年）８月、神戸高等商船学校機関科を卒業し、直ちに国際汽船株式会社へ

入社した。 

 

しかし、その１か月後の９月、陸海軍軍属として作戦に従事し、翌年の昭和１７年（１９４２年）７

月には、海軍に充員召集されて艦隊勤務となった。 

昭和１８年（１９４３年）４月には、母校の神戸高等商船学校に訓育官として戻り、服務した。 

戦局とみに悪化した昭和２０年（１９４５年）４月、支那方面艦隊の砲艦「興津」機関長兼分隊長

となり、作戦に従事した。 

間もなく８月敗戦となり、翌昭和２１年（１９４６年）３月復員した。 

 

昭和２２年（１９４７年）３月、運輸省海技専門学院（昭和２０年４月神戸高等商船学校は清水に

統合され、名称変更した）の非常勤講師となり、また同年１０月教授となった。 

昭和２７年（１９５２年）６月開設された神戸商船大学助教授となった。 

昭和３７年（１９６２年）３月工学博士（京都大学）の学位を取得した。 

同年１０月同大学商船学部教授となった。 

 

昭和３８年（１９６３年）３月文部省在外研究員として、英・米・スイス・ドイツ・デンマークに１か年

出張し、その中でも主としてロンドン大学インペリアルカレッジに滞在した。 

 

昭和４４年（１９６９年）３月神戸商船大学学長事務代理、昭和５２年（１９７７年）４月同大学図書

館長、１０月同大学学長事務取扱、昭和５３年（１９７８年）１月同大学学長の要職を歴任し、大

学の運営発展に大いに尽力した。 

昭和５３年（１９７８年）１０月には神戸学術訪中団副団長として中国を訪問し、講演会も行っ

た。 

昭和５７年（１９８２年）１月神戸商船大学学長を任期満了で退任し、名誉教授となった。 

 

昭和５８年（１９８３年）４月、これまでの経験を買われて、大島商船高等専門学校校長に就任



し、同校発展に尽力した。 

同年１０月には、文部省大学設置審議会委員（高専分科会、任期２年）に任命された。 

昭和５９年（１９８４年）１１月産業教育功労者表彰を受けた。 

昭和６３年（１９８８年）３月大島商船高等専門学校校長を退任し、名誉教授となった。 

 

平成元年（１９８９年）１１月勲二等に叙せられ、旭日重光章を受章した。 

   ２００４年１０月５日記、石井和佳（昭和２５年卒） 

 

２００４年１０月５日更新：本文追加●２００５年１月１４日更新●２００５年１月２８日更新：本文●２００５年２月３日更新：経歴●２０

０５年４月２７日更新：肩書・経歴●２００６年５月３０日更新：タイトル・連絡先（削除）●２００８年８月８日更新：経歴●２００９年１２

月１０日更新：経歴●２０１０年１１月１０日更新：経歴● 

 


